
令和 7年５月２６日 

 

地域密着型サービス 第 5回運営推進会議 報告書 

 

事業所名称…地域密着型介護老人福祉施設 ゆうなぎホーム 

サービス種類…地域密着型介護老人福祉施設 

会議開催日…令和 7年 1月 29日 

開催場所…ゆうなぎホーム交流ホール 

出席者 

事業所 5人 利用者 人 

利用者家族 1人 地域代表者 2人 

松江市職員 人 包括支援センター 1人 

知見を有する者 人 その他（） 人 

 

施設長挨拶 

 ・世間ではインフルエンザ感染拡大みられているがホームでは大きな広がりはない。

引き続き感染予防対策実施中。秋ごろよりイノシシに庭を荒らされている状況。 

議事 

① 運営状況について（Ｒ6年 12月 31日現在） 

・入居者数 23名（男性 4名・女性 19名） 

・平均介護度 3.6 

・平均年齢 91.3歳（男性最高年齢 92歳 女性最高年齢 103歳） 

・空室状況 7室 

・入退去状況  令和 6年度の状況 

        入居 6名  退居 8名 

 

② 事業所からのお知らせ 

・ホームの風景 

 ○クリスマス会 

 ○年始法要 

 ○書初め 

 ○面会 

 ○法人年始賀会 

 ○感染症予防対策研修 

 ○火災通報避難訓練 

  

③  サービス運営に関する意見・要望について 

   ＜施設＞ 

・皆様の関係インフルエンザ等の感染状況は？ 



 

＜地域＞ 

・年末ごろは保育所ではやっていたと聞くが、最近では落ち着いている様子。 

 

＜施設＞ 

・法人内のほかの事業所ではインフルエンザやコロナ、胃腸炎の報告が入っ

ている。インフルエンザも A が終われば B が来ることもあり、気を抜け

ない状況。 

・面会についてもインフルエンザの警報が出た段階で窓越し面会の対応にさ

せてもらっている。 

 

＜地域＞ 

・入退所の状況について。平均在苑期間はどれくらいか。 

 

＜施設＞ 

・全体平均が 3.5年程度であるが、長い人が開所より 10年以上おられるが、

最近の傾向としては期間が短くなっているという感覚である。入所時に看

取りの状態でおられて 2週間で退所となられた方もおられる。 

 

＜地域＞ 

・お正月の面会状況は？ 

 

＜施設＞ 

・数組程度。成人式を迎えた孫さんが晴れ着姿を見せに来てくれた。 

 

＜施設＞ 

・家族さん 

の顔がわかりますか？ 

 

＜施設＞ 

・本人の認知面の状況にもよりますが、いろいろです。入所の方はほとんど

程度の差はあれ認知症をお持ちである。 

 

＜地域＞ 

・世の中虐待の話が時々あるが、実際認知症を含め介護をすることはとても

大変である。家族であっても理屈でやってはいけないとわかるが、距離が

近くなると余計に大変であり、言葉で言ってもわからないときには腹も立

ち、相当なストレスになった。 

  

＜施設＞ 



・施設では虐待防止の研修を実施、日々の業務も振り返りながら職員の質を

上げる努力を行っている。 

 

＜包括＞ 

・避難訓練の様子があったが、他の災害対策についてはどのようにされてい

るのか 

 

＜施設＞ 

・要介護状態の方ばかりであり、一般と同じようにどこどこに避難する等の

対応がむつかしいため、BCPにのっとり、施設内での対応を基本に自然災

害等の計画を立てている。 

 

     ＜施設＞ 

     ・住み慣れた地域で最後を迎えてもらえるように地域の困りごとを確認する

方法を検討していきたい。 

 

     ＜地域＞ 

     ・地域でも昔ほど近隣の状況がわかりにくくなってきている。 

      今までは特養はなかなか入れないというイメージできている。それを修正

するためには話をする必要がある。自治会等の集まりに出かけて情報を流

したり、実際に施設を見てもらいことをしてみてもよいのでは。 

 

     ＜施設＞ 

     ・コロナ以降、活動ができていないのでぜひ実行していきたい。 

 

  次回 令和 7年 3月 26日 14：00～予定 

 

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価を受けることができたか。 ○ 

□要望・助言等受ける機会を設けたか。 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


